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１　はじめに

　野菜全般に単価の下落が問題になっている中，

野菜の生産者はより収益の安定した作物の選定を

おこなっていますが，これといった伸びを見せて

いる野菜がほとんど見出されていないのが現状で

す。

　一方，さやいんげんは非常に手間のかかる作物

で，また各産地では生産者の高齢化に伴い，栽培

面積，生産および出荷量は依然として減少傾向が

続いています（表１）。ただし，市場単価は比較的

安定して良好で，高収益性の作物（反収１００万以上）

として，まだまだ取り組み次第では魅力的な作物

の一つと言えます。

２　ねらいどころは夏場の関西市場！

　さやいんげんは凹凸莢を好む関東市場と丸莢を

好む関西市場に大きく二分されており，結果的に

使用できる品種も出荷先によって異なっていま

す。したがって，あらかじめ出荷先市場のニーズ

に合わせた品種選定が不可欠となり，出荷時期と

合わせ，ねらいどころを絞って取り組むことが重

要です。また，さやいんげんの栽培適性上，夏場

の高温下での生育は極めて難しく，寒冷地や高冷

地での栽培に限られているのが現状です。丸莢を

好む関西市場（中京含む）では，秋から春までの

期間は西南暖地からの入荷で対応していますが，

夏場の入荷量確保が難しく，７～９月の関東市場

との単価差は大きくひらいています（表２）。

　当社では，特に関西市場を中心に人気の高い丸

莢系統の品種開発に力を入れており，現在までに

ベストクロップシリーズとして『キセラ』および

『サマーキセラ』を発表し，市場での高い評価を

得ております。

　今回は，これら品種を使っての寒冷地および高

冷地での春～夏播き露地栽培を中心に，高収益確
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表１　さやいんげんの主要産地別作付および生産、出荷状況
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保のための栽培のポイントについてご紹介いたし

ます。

３　『キセラ』の夏穫り栽培に挑戦しよう！

　さやいんげんの生育適温は２０～２５�で，寒冷地

や高冷地でも夏場の気温は３０�近くまで上昇する

中での栽培となるので，高温対策が夏穫り栽培の

中での重要なポイントとなってきます。また，露

地栽培では生育初期の梅雨対策や梅雨明け後の旱

ばつ等水の問題も大きく影響してきます。これら

作りにくい環境の中，如何に品質，収量を確保で

きるかは草勢作りにかかってきます。

４　露地栽培の主要なポイント

　作型を問わず，さやいんげんの高品質増収対策

のためには，まず第一に草勢を確保することが極

めて重要となります（図１）。『キセラ』の種子は

小粒で，初期からの生育もやや緩慢で，大粒で旺

盛に育つ品種と比べるとやや見劣りします。露地

栽培では，初期生育時から低温，強風，大雨等強

いストレスを受けるケースも多々あり，如何にこ

れらのストレスを回避し，順調に生育させられる

かが大きなポイントとなります。

１）　圃場の選定

　これら天候の影響を１００％回避することは不可

能ですが，できるだけ影響を受けにくいような配

慮と準備が重要です。草勢を確保する上では地力

ある圃場を選び準備し，さらに排水の良好な圃場

で，風の通り道はできるだけ避け，場合によって

は圃場周りに防風ネットを張り巡らせるといった

配慮も必要です。特にさやいんげんにとって，水

周りは極めて重要なポイントで，露地栽培であっ

ても極力必要に応じて潅水（通路潅水でも可）が

できるような圃場の方が草勢確保が比較的容易と

なります。

２）　マルチ資材の利用

　マルチの利用は，地温の上昇を図って生育を促
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写真２　露地栽培風景（１条植え）

表２　さやいんげんの中央卸売市場月別入荷量・単価
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進させたり，反対に盛夏時であれば地温を下げる

ような種類のマルチを使用したり，主に土壌の温

度調整をおこなう上で使われる資材ですが，さや

いんげんにおいては，さらに土壌水分をできるだ

け均一に保つというもう一つの役割が期待できま

す。春播きで使用するマルチは黒色マルチが主流

で，旱魃時の乾燥防止や大雨，集中豪雨時の冠水

防止に効果があります。マルチを使用しない露地

栽培では，これらの気象条件によって根圏の土壌

水分の変動が大きく，元々過湿にも乾燥にも弱い

さやいんげんの根にとっては大きなストレスとな

ります。特に長時間の冠水は根腐れを起こし，生

育を停滞，衰退させる最大の原因となるので，排

水の不良な圃場では高畝栽培（２０～３０�）が必須

で，そのため旱魃時には乾燥しやすい危険性を

伴っており，その危険回避も含めてマルチの利用

は極めて有効となります。なお，７月以降の夏播

きにおいては，地温が上がり過ぎる心配もあるの

で，地温を下げる白黒マルチや場合によっては無

マルチでイナワラ等で乾燥を防ぐ方法がとられて

います。

３）　生育に合わせた肥培管理

　さやいんげんの求肥力は着蕾期から開花期にか

けて急激に強まります。初期生育時は大量の肥料

を施用しても充分吸い上げることができず，流亡

したり，反対に根圏に近いと濃度障害で根傷みさ

せてしまう危険もあります。基肥は緩効性の肥料

（ぼかしや有機肥料も場合によっては有効）を使

い，土壌中にできるだけ均等に施します。前述の

とおり，生育中盤からは肥料を急激に求めてくる

ので，肥料切れを起こさないよう着蕾期頃から追

肥を始め，雨が降った後の地面が濡れている時に

通路に施用します。また，病虫害防除のための殺

虫剤や殺菌剤を散布する時に，液肥を葉面散布す

る方法も特に早く効かせたい場合には有効です。

産地によっては３０�／１０ａ以上窒素肥料を与えて

いるところもありますが，いづれにしろ堆肥等の

有機質肥料を充分投入し，しっかりした土作りが

肝要です。

４）　倒伏防止の支柱立て

　矮性品種でも支柱立ては必要です。元来支柱を

立てなくても収穫開始まで強風が吹かない限り，

写真３　防風対策は極めて重要 写真４　暑さ対策で遮光ネットを利用
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倒れる心配はほとんどありませんが，収穫期以降

はさやを探しているうちに株元がゆるみ，またさ

やが大きくなるにしたがい地上部のバランスがく

ずれ，結果的に倒伏して曲がりざやや色むらによ

る品質の劣化を招くことになります。支柱立てを

おこなう場合は，収穫開始間際になってからでは

株が大きく広がり過ぎ，ひも張り作業がやりにく

くなるので，遅くとも開花期前までに完了させて

おきます。また，倒伏防止のために切り花用ネッ

トを利用するところもありますが，ネットの目が

細か過ぎると，かえって葉やさやがぶつかって折

れたり曲がったりすることもあるので，大きめの

サイズの方が適しています。

５）　適期収穫で収量確保

　夏の高温下ではさやの伸長，肥大は早く，収穫

のピークはあっという間にやってきます。収穫を

始めた頃は余裕があっても，徐々に穫り遅れ，最

後は適期で穫り切れなくなってしまうケースがほ

とんどです。『キセラ』は品種特性上スリムで，比

較的さやの肥大が緩慢なため，多少穫り遅れに

なっても品質の劣化が少なく，収穫作業に追われ

ないとの高評価もいただいていますが，穫り残し

が増えていくと草勢は急激に弱まっていき，新し

い花芽の分化も抑制されてしまいます。品種特性

にかかわらず，さやいんげんはどの品種も古いさ

やへ優先的に養分を供給しようとするので，結果

的に穫り残しがあれば，種子を残そうとほとんど

の養分が流れていってしまいます。したがって，

草勢をいつまでも若々しく維持するためには，で

きるだけ細めに収穫することが最善の方策となり

ます。収穫をやめれば一気に株は老化して，さや

の品質も劣化していきます。仮に収穫しても売り

物にならないような奇形さや，曲がりざやであっ

ても，株の草勢を弱らせないよう穫ってあげる手

間が重要です。

　また，株を若返らせるためには株の内部へ光を

入れてあげる必要があります。そのための古い葉

を摘む（摘葉）作業が草勢維持のための重要な作

業の一つとなります。摘葉は収穫時の草勢の強弱

で判断し，特に葉が大きく過繁茂状態になってい

るようであれば，大きくどす黒い古い葉から少し

づつ摘んでいきます。まだそれほど葉同士が混み

合っていなければ，大切な葉ですので，できるだ

け有効に使い，葉が重なって内側へ光が入りにく

くなってから摘葉を開始します。『キセラ』は比較

的葉柄が長く，またやや小葉で収穫初期から過繁

茂状態になることは少ない（露地栽培において）

ので，あくまでも葉が重なり混み合ってきてから

の作業となります。

５　むすび

　さやいんげんは作り手の減少で，年々生産量が

減っています。市場では物量確保のため，青果で

オマーン等の国から冬場を中心に輸入しています

が，手間のかかる栽培で，他作物のようにそれほ

ど量的には伸びてきておりません。栽培特性上は

比較的手軽に取り組める作物であり，新しい産地

形成を含め少しでも作付けが増えていくことを期

待したいところです。

　また，露地栽培を主体に取り組まれている産地

においても，今後は環境条件の調整が可能なハウ

ス等の導入を図り，より生産量の安定，さやの品

質安定をはかっていただければ，もっともっと有

利販売が可能になっていくと確信しています。小

面積である程度稼げる貴重な作物ですので，是非

取り組んでいただければと願っております。

写真５　ベストクロップ（品種：サマーキセラ）の荷姿


